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BCG-細胞壁のアジュパント作用

一一所属リンパ節の各種リンパ球数の変動及び酸

フォスファターゼ活性に及ぼす影響*一一ー

奥山春枝 安水良知 岡部実裕

太田明彦 森川和雄

(北海道大学免疫科研学究所病理部)

(昭和53年8月20日受付)

BCG-cell wall skeleton (CWS)が， Freund's com-

plete adjuvant (FCA)の結核菌に替わりうるアジュノて

ン卜 (rアJ)活性をもっていることはすでに報告されて

おり 1，2)，又臨床的にも広く利用され始めているの CWS

は， water-in-oil (w/o)及び oil-in-water(o/w)の両方

の形で鉱物油と混じった乳剤として用いられており， fiロj

れも「ア」活性を表わすが，前者はi夜i生抗体産生及び細

胞性免疫共に強く高めるが，後者は細胞性免疫は同様に

高めるが，液性抗体産生に対する促進作用が軽度である

ことがみとめられている1，3，4)。一万， rア」がその活性
を表わす機序として， rア」の種類，その形態によりいろ
いろあげられているが，その 1つとして，接種部の所属

リンパ節へのリンパ球の流入を増加させることにより，

抗原と，より多くの抗原特異的感受性細胞の接触を高め

るという説5)が出されている。更に CWSは， T-細胞

に直接作用して， B細胞を刺激するのに効果的な可溶性

物質を産生させる6)といわれている。これらのことか

ら， CWSを注射した時の所属リンパ節のリンパ球数の

変動，その中の Tー細胞， Bー細胞の動きをみることは興

味が深い。

数年前より， リンパ球を分類する方法の 1つとして，

細胞表面のレセプターの違いにより， E-， EAC-， EA-， 

ロゼットを形成させる方法が利用されており，モノレモッ

トにおし、ても，ウサギの血球と結合する (Eーロゼット)の

は T-細胞であることがわかってきた7，8)。しかしこのよ

うなロゼット形成細胞の機能の面についてはまだわかっ

ていない。従って「ア」作用と各ロゼット形成細胞との

関連も未解決の問題である。

我々 は，モノレモットに， o/w及び w/oの両形で CWS

単独，或いは bovine-r-globulin(BGG)とCWSを同

時に注射した時の所属リンパ節の重量，細胞数， T及び

B-細胞数，及び E-，EAC-， EA←ロゼット形成細胞数

の変動を調ベ，同時に，大半の「ア」物質がもっといわ

れる大食細胞活性化作用を，酸フォスファターゼ活性を

調べることにより追及した。これらより，重量増加と総

細胞数の間には 10日以後に解離がみられ，酸フォスファ

ターゼを除くその他の変動は，総細胞数に平行した推移

をすることがみとめられたの

実験材料及び実験方法

1) 動物. 市販の Hartley系モノレモット(静岡実験

動物研究所)350乃至400gの雌を使用した。

2) 抗原 BCG-cellwall skeleton (CWS) Lot No. 

182は，大阪大学医学部，第三内科，東市郎博士より提供

されたものを用いた。その他， Bovine-r-globulin (BGG) 

は， Cohn Fraction II， ICN， Pharmaceuticals Incを

用いた。

CWSのみ，或いは BGGと CWSを o/w又は w/o

乳剤の形に作製した。作り方は前報9)に記載した。最終

濃度は，接種量0.1mCの中に CWS100 pg， BGG 15μg 

の割合に含まれるように作製した。

3) 接種方法・上記乳剤のうち，実験1では CWSの

みで‘作った乳剤を，実験2では BGGと CWSの入っ

た乳剤を0.1mCずつ両側の後肢足椋皮下に注射した。

4) 検索方法: 抗原接種後 1，3， 6， 10及び28日後に

屠殺し，次の検索を行なった。各検索日につき， o/w及

び w/o群をそれぞれ，実験1では6匹，実験2では3匹

屠殺し，各々片方の膝寓リンパ節，浅及び深鼠径部リン

パ節を全部プーノレして各種測定を行ない，その平均の数

値で司表わした。

① 重量: 所属リンパ節(膝富，鼠径部)を残らず別

出して周囲の脂肪組織を除いてから全重量を測定した。

② 細胞数: プーノレしたリンパ節を，2;10牛血清加

RPMI1640培養液中，低温下で細切し，試験管の底で、つ

* 本研究には文部省科学研究費特定研究アジュバント班 (No.211318，昭和52年)及び日米医学協力結核専門部
会研究費の補助を受けた。
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ぶしながらステンレスメッシュ (100メッシュ)を通過さ

せ， 3回同培養液で洗練，最後に血清を加えない RPMI

1640培養液に浮遊させた。そのあと有核細胞数を数え

た。トリパン青液による生存率の測定では，この最初の

浮遊液では 95%以上の生存率であったのただし，肉芽腫

病変の進行した 10日と 28日には生存率の低下がみとめ

られた。

③ T-細胞の測定. モルモットの胸腺細胞でウサギ

を感{下して作った抗胸腺細胞血清を，正常モノレモットの

赤血球，肝細胞及び骨髄細胞で十分に吸収したものを抗

胸腺細胞血清として用いた。抗血清の{乍り方及びその性

状は前報10，11)に記載した。測定方法は，細胞浮遊液

(RPMI 1640培養液に浮遊)の 106(0.1mCに，抗血清 10

倍稀釈液0.1mC，補体として正常モノレモット血清3倍稀

釈液0.1mCを加えて，軽く振濯しながら 370C45分，恒

温槽中でインキュベートし，その後氷中に移して反応を

停止させたの直ちに， トリパン育溶液を用いて生細胞数

と死細胞数を測定し， Cytotoxic lndex (CI)を計算し

た。この方法で算出した死滅した細胞の割合を，細胞浮

遊液中の T 細胞の割合とした。

DE-DC 
Cytotoxic lndex (CI) = i面三DCXl00 

DE: 抗胸腺細胞血清を含む試験管中の死んだ細胞

の割合

DC: 補体のみを含む試験管中の死んだ細胞の割合

④ B←細胞の測定 106細胞ベレットに，抗モルモッ

トIgGウサギ抗血清 (Miles-YedaLtd， Lot. No. S 

359)を30倍に稀釈して 0.1mC入れ，低温で30分放置

し，そのあと燐酸緩衝液加生食水 (PBS)で2回洗詩集後，

蛍光顕微鏡下で観察した。細胞周囲がリング状或いは点

状に光る細胞を数え，問視野を普通光学系で数えた全細

胞数に対する割合から，細胞表面に IgGをもっ細胞の

割合とし， B細胞として記載したのなお明らかに大食細

胞とわかるものは両方の数から除外したの

⑤ E-， EA-， EAC rosette形成細胞 (E-R，EA-R， 

EAC-R): これらのロゼット形成方法は Onoe11)の記

載によった。

③酸7ォスファターゼ測定法: 実験2についての

みこの酵素活性を定量した。方法は，リンパ節を0.25M

庶糖液中でホモジネートとし，その 0.1mCに， 0.1M酢

酸緩衝液 pH3ム0.8mC，基質として 0.5%p-nitro-
phenyl phosphate 0.1 mC， 100μM EDT A 0.1 mC，更

に Triton-X100を0.1'70の割合に加えて400C30分イ

ンキュベートし，そのあと 0.5'70 NaOH 2 mCを加えて

反応をとめ， 420mμ で吸収度を測定した。活性は，蛋白

量1mg当りと，リンパ節全体の値を f1Mp-nitrophenol 

の値に換算して記載した。

成績

〔実験 lJ CWS接種所属リンパ節の変化

1) 重量の変動

リンパ節は，接種後1日後より増大し，有意な重量の

増加を示した(図-1)。しかしその程度は 3日目までは

弱く， 6日目から急激な増加を示し， w/o群に著明であ

った。 28日目では最高で， o/w群は正常群の約 10倍，

w/o群は約20倍に達したの これらの急激な重量増加は

リンパ節内の大食細胞乃至類上皮細胞肉芽腫の形成程

度3)と一致する。
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図-1 BCG-CWS接種，所属リンパ節の

重量の変動

2) 細胞数の変動

総細胞数は， 1日目から増加がみられた(図一2)0o(w 

群は3日目一時的に低下を示してから 6日以後急激に

ふえて， 10日で最大となり， 28日目までその値を持続し

た。一方 w/o群は， o/w群のような 3日目の低下を示

さずに急激に増加し 6日目をピ{クとしてそのあと減

少し， 28日目では o/w群より著しく少ない値を示した。
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図 2 BCG-CWS接種，所属リンパ節の

細胞数の変動

10日以後の o/wとw/o群の値の関係は，重量変動と逆

の傾向を示しており，これは，全リンバ節組織に占める

類と皮細胞結節の広がりを表わしており，言い換えると

結節聞を占めるリンパ球の割合を示しているハ

3) T 細胞及び B一細胞の変動

T細胞の動きは，総細胞数の動きと平行して推移する

が，ただ3日目の w/o群の T-細胞数の増加は，細胞数

に比し少なかった(図的n 特に T細胞のみが増加する
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及び Bー細胞数の変動。 T-細胞は，抗そノレ

モヅト胸腺細胞抗血清による細胞毒性試

験 B細胞は鐙光抗体法による細胞表面

IgG証明によめ測定

時期はみられなかったの

B一細胞も，その変動は総細胞数の動きに大体平行して

おり，その値は常に Tー細胞よりやや低い値を示したσ

又， o/w或いは w/o型何れかが T-細胞或いは B-細胞

のどちらかを特に増加させるという傾向はみられなか

った。

4) ロゼット形成細胞の変動

E-Rの変動は，総細胞数の変動と全くよく一致した推

移を示した(図-4)。ただ28日目における w/o群の E-R

数は， o/w群と同程度の数を維持していたハ

BCG-CWS 100}JG C二コ o/w IZZZLI w/o 

守，
rnH
U

ハH
U

1
ム

目

V

A

F

h

J

 

ER 

4，0 

3，0 A 

2，0 

1.0 

N 1 6 10 28 

* ，降骨骨骨骨梼骨骨骨
骨骨

ぺ**SEE F IG， 1 

EAR EACR 

1 3 6 10 28 N 1 6 10 28 
DAYS 

4降 勢神谷 4降*，降*

4降静 養骨

図-4 BCG-CWS接種，所属りンバ節の E-，EA-， EACロゼツト形成細胞数の変動
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EAC-Rは， E-Rよりやや少なく， 28日目には両群共 たあと再び増加し， 10日目をピークとする反応で，その

著明な減少を示した。 量的推移は総細胞数のそれと平行していた(図 7)0 6日

EA-Rは，非常に数が少なく， CWS注射により増加 目までは w/o群の方が o/w群より高値を示したが， 10 

の傾向がみられるが推移を測定できる程の数にはいたら 日以後は o/w群の方が高い値を維持したの

なかった。 B細胞は全体を通じ T 細胞より少ない値で経過する

〔実験2) BGG及び cws接種所属リンパ節の変化 が，その推移の傾向は総細胞数の動きと平行した。

1) 重量の変動

両群共に 1日目より増加し始めるが， o/w群は10日目

と28日目同程度に高くて正常の約5倍の増加を示した。

一方 w/o群は6日目から急激に増加し， 28日目がピー

クで正常の約22倍の増加を示した(図 5)。

2) 細胞数の変動

重量の増加と同様に 1日目から増加を示し， 6日目

までは w/o群の方が高値であるが， 10日目には o/w群

の方が強し、増加を示した(図-6)。両群共にピークは 10

日目で， 28日目には減少した。 これは， CWS単独接種

群と同様に， リンパ節内の類上皮細胞肉芽腫の占める割

合と反比例している。

3) T細胞， B一細胞の変動

T-細胞は1日目の増加が強く， 3日目一時的に低下し
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図-5 BGG-BCG CWS接種，所属リンパ節の
重量の変動

ハ
川
J

7

0

 

0
5
 

1
i
 

x
 

E'Jli 1 C， μ(~ + 

p，c日['..IS1ワ円 IJペ 仁ごコ口iI'l lZZZ3 w /白

14，円

12，0 

10，0 

8，0 

6，0 

4，日

10 28 

2，0 

DAYS 

SEE FIG，1 

図-6 BGG-BCG CWS接種，所属リンパ節の

細胞数の変動
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4) ロゼット形成細胞の変動

E-Rは，ojw群は10日目をピ戸クとして著しい高値

を示したが，wjo群は6日目をピークとしてその後低下

した(図的。一方 EAC-Rは両群共10日目がピークで，

28日目を除き常に wjo群の方が高い値を示した。 E-，

EAC-R共に28日目には低下した。

EA-Rは実験 1と同様に非常に数が少なく，正確な推

移は求めることができなかったが，常に wjo群の方が

多く，特に 10日目に高い値がみられた(図 9)。

5) 酸フォスファターゼ活性の変動

酸フォスファターゼ活性を， リンパ節内の大食細胞の
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図一一8 BGG-BCG CWS接種，所属リンパ節の

E-， EACーロゼツト形成細胞の変動
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活性度をはかる指標として用いた。蛋白量1mg当りの

活性でみると， 1日目， 3日目が高く，経過と共に低下を

示し， 10日以後特に wjo群は正常値よりも低い値であ

った(図-10)。又全経過中 ojw群の方が wjo群より高

い{直を示した。総リンパ節当りの活性をみると 1日目

から急激な増加を示し，その値を28日目まで持続し，特

に wjo群の3日目と 28日目は高い値であった。すなわ

ち，蛋白量当りでは ojw群の方が高値であるが，wjo 

群の方が蛋白量の増加が著明なために， リンパ節全体

としての活性は同程度か，むしろ 3日目と 28日目には
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図-9 BGG-BCG CWS接種，所属リンパ節の

EAロゼット形成細胞の変動
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w/o群の方が高い値を示した。

考 案

抗原物質の皮下接種による免疫応答の主役は所属リン

パ節で行なわれるが，そこでは， リンパ球の流入，流出

の増加と， リンパ球のはげしい噌殖がおこる12，13)ゎ反応

初期には流入したリンパ球は，おそらくは大食細胞の働

きにより輸出管からの流出が妨げられて， de Sousal4) 

が初めて述べた lymphoidpluggingにより，リンパ節

の重量及び細胞数を増加し15，16)，そのあと細胞増殖によ

り更に増加してくる17)つこのような変化は，抗原物質の

みの注射でもおこるか， iア」物質の併用はこの反応を

更に強め，メ長期間持続させるといわれる18，19)0 この結

果，所属リンパ節の中で，より多くの antigensensitive 

cel!が抗原と接触する機会が与えられることになり，ひ

いては反応の程度を増強させることになるという 20，21)。

我々 は， iア」活性をもっ CWS自身にこのような cel-

lular trappingの働きがあるかどうかを，重量増加と総

細胞数の変動を追及することにより検索したの重量の増

加は 1日目から軽度ながらあるが， o/w群では6日後，

w/o群では3日後から著しく，細胞数の増加は 1日目か

ら強くみとめられたのそして28日目には著しい重量増

加にもかかわらず，細胞数の低下を示したのこの後期に

おける両者の解離は， リンパ節の組織学的変化の特徴か

ら来るのであろう n すなわち，著明な重量増加を来す6

日以後は，類上皮細胞肉芽腫の形成がみられ，特に w/o

形を注射した時には後期になる程大きくなったリンパ節

の大半を肉芽腫性変化で占められており 3)，w/o群の強

い重量増加と平行しているわこのような時期には， リン

パ球の占める範囲が少なく， リンパ球数の減少として表

現されるの

細胞数の 1日目の増加はリンパ球流入の増加と，輸出

管からの一時的な流出の減少によると考えられる。 Hay

ら22)は， KLHをウサギの足腕に注射してリンパ節の重

さをはかり， 14時間まで増加したあとは24時間後まで

一時的に低下すること， Hal!ら23)は羊の足に抗原をよ七

射して輸出管からのリンパ球の流出を調べ 2時間で最

低でそのあと 5時間で快復することを報告している。我

の々 CWSは， o/w又は w/oの形で接種しているので，

足陳からの吸収が遅いことから，彼らの時間的経過とず

れが出たと考えられる。 この時期の反応では， CWSを

抗原と共に接種しでも， CWS単独接種の例と大差はな

い。 6日以後の細胞数の増加は細胞増殖による割合が大

きいと思われる。組織学的に 3日目頃より芳皮質部及

び髄索に多数の芽細胞の増殖がみとめられ，又形質細胞

のよ首殖も始まってくる3，4しこのような反応性のリンパ

球増殖は， CWS単独接種よりも， BGG抗原を加えた方

がより強くおこることは， 10日目の細胞数が示してい

るσ10日目， 28日目の細胞数は，このリンパ球増殖と，

類上皮細胞肉芽腫形成との量的パランスによって決定さ

れるn しかし 10日以後の遅い時期でも組織学的には芳

皮質部に pluggingの像がよくみられることから，この

時期でもリンパ球i常殖のみでなく， Frostl8)のいうよう

にリンパ球流出の障害が細胞数哨加の一役を担っている

と忠われるの

次にこのように増加した細胞の T-，B細胞の割合が

違うかどうかを調べた。 T 細胞の同定には，マウスでは

抗 Thy-1抗体を周い，特異的に T 細胞を殺す細胞毒

性試験が行なわれているが， モルモットの Tー細胞は，

胸腺細胞をウサギに接種して作った抗モノレモット胸腺細

胞抗血清による細胞毒性試験で測定されている24)。我々

も，同様方法で抗血清を作製して，細胞毒性試験で T←細

胞数を測定したの一方， Bー細胞は，細胞表面に lmmun-

oglobulin (lg)をもっている25)ことから，それを蛍光抗

体法で染める方法が行なわれている26-刻。我々は，市販

のモルモット IgGに対する抗血清を， B細胞のための

蛍光抗体染色に用いたの T-細胞の動きは，細胞数の変動

とほぼ平行するが，特徴的なことは， BGG抗原接種の 1

日目で， o/WもW/o群も T細胞の上昇が特に強いこと

であったn すなわち， CWS iアJにはみとめられない

が，抗原を加えた時に，流入リンパ球の中から T細胞

をより多く trapする傾向が強いことを示している。

CWSの「ア」作用機序として， T細胞の直接的刺激作

用6，29)があげられているが，それは T細胞をリンパ節

にひきょせる力ではなくてz 抗原が T細胞と作用し合

う場で働きかけるのであろうの効果的な「ア」物質は，

胸腺依存域である芳皮質部の強L、増殖を来すといわれて

いるが30，31)，それはリンパ球の trappmgによるよりも，

T細胞増殖の刺激作用の影響がより強く原因している

と思われる。 3日以後は T細胞， B-細胞共に増加し，

特に B-細胞では W/o群の方が3日， 6日に高い偵がみ

られたが，この時期に，抗体産生細胞の増殖も同時に始

まるために，抗体産生が強く促進れさる w/o群により強

い細胞増殖がおこることは納得されるn

これらの増加した細胞の性格を，別の方法で追及して

みた。リンパ球が異種の赤血球と非免疫学的な機序で結

合してロゼットを作ることは，人のリンパ球でまずみつ

けられているちすなわち人リンパ球の中に，羊赤血球と

結合するレセプターをもつものがあり (E-R)，これは T-

細胞であることが証明されている32，町内一方，補体 (C3)



に対するレセプターをもっ細胞がみつけられほAC-

R)34，35)，これは非胸腺由来の細胞であり，細胞表面に Ig

をもち， IgG-Fcレセプターを持つ細胞で， B-マーカー

として用いられている36，37)。更に補体レセプターは大食

細胞にもみつけられている。その他羊赤血球に抗体を結

合させた EAと結合する細胞 (EA-R)が非胸腺由来細

胞に入れられるが，最近では， suppressor T細胞に Fc-

レセプターがみつけられているのこのような種々のロゼ

ット形成細胞と， T-或いは B細胞との関連性は確然た

るものではなく， E-Rを作りうる B-細胞と38，39)か， E

とEAC両方のためのレセプターを持つもの40)などが

わずかであるか報告されている。このような細胞表面に

あるレセプターが，免疫応答の開始にどのような意義が

あるのか未だわかっていない状態であるので，我々の

CWS或いは BGG-CWS接種の際に，これらがどのよ

うな量的変化をおこすかということは，この問題の解明

のlつの手がかりとなると思われる。

ロゼット形成法の研究は，大半は人のリンパ球で行な

われているが，モルモットのリンパ球でもウサギの赤血

球とロゼットを作ることがみつけられている8，41)。 この

E-Rも人と同様に T-細胞であり， EAC-Rとは異なる。

我々の実験系でこれらのロゼット形成細胞数の変動を追

及してみた。 E-Rは， T細胞と同様な動きを示すが，

BGG-CWS群の 10日目の o/w群が特に高いのに反

し， w/o群が総細胞数に比し低い割合であること，一方

EAC-Rは， CWS単独群の方がやや高くて， BGG-

CWS群は低く， 10日目の o/w群に特別に上昇のない

こと，更に少数ながら EA-Rは， 10日目には BGG-

CWSのw/o群が最も高いことが目立つ所見であった。

すなわち， BGG-CWS接種群の 10回目の細胞数の著し

い増加は， T-細胞， B一細胞何れにもおこるが，ロゼット

形成細胞数からみると， o/w群では E-Rが大半を占め，

w/o群では E-Rと共に EA-Rの増加もみとめられる。

10日以後は所属リンパ節では類上皮細胞肉芽腫の形成が

強くなって，形質細胞による抗体産生の主役はおそらく

牌，その他の部位へ移行すると考えられるけれども， w/o 

群の EA-Rの増加は，液性抗体産生と何らかの関連が

あると推測される。一方 o/w群の 10日目では， EA-及

び EAC-R数の低い分だけ E-Rが高く，この時期には

o/w， w/o群共に遅延型反応が高いことから， E-Rと遅

延型反応、の何らかの関連性と，このあとにおこる類上皮

細胞肉芽腫形成に対する働きが推測される η

最後に， リンパ節の大食細胞活性として酸フォスファ

ターゼ活性を調べた。「ア」の重要な機能として大食細

胞の活性化があげられている42-45)0 その活性度をはか

45 

る指標として，大食細胞のライソゾーム酵素活性が調べ

られている。 Dannenbergら46)及び Andoら47)は，活

性化大食細胞及び類上皮細胞にはかga!actosidase活性

が非常に高まっており，酸フォスファターゼ活性は大食

細胞では高く，類上皮細胞では中等度に高いと報告して

いる。我々の例では，蛋白量当りの活性は，ごく初期で

は，特に o/w群で強く高まっているが， 6日以後は減少

を示した。すなわち， BGG-CWSによる初期の刺激作

用は大食細胞に強く作用して活性化し，個々の細胞の活

性度が高まっていることを示している。その作用は，接

種局所からの吸収がより早い o/w群において早く，強く

おこっている。 6日以後，大食細胞は類上皮細胞へ転換

することにより，酸フォスファターゼ活性は減弱してく

ると思われる。しかし， リンパ節全体の活性でみると，

w/o群の方が総蛋白量の増加が大きいために，活性は

o/w群と匹敵し，又1日目から 28日目まで常に高い値

を維持していた。すなわち，所属リンパ節全体における

大食細胞の働きは28日目まで同程度に高まっている。

何れにしても，初期の蛋白量当りの活性の昂進は，抗原

物質の処理及び免疫応答の開始と重大なかかわりをもっ

ていると考えられる。類上皮細胞も高い酵素活性をもつ

ことは知られているが，その機能については現在まで明

らかになっていない。

結 論

モノレモットに CWS或いは BGG-CWSを o/w又

は w/o形として足腕に接種し，所属リンパ節のリンパ

球の変動及び酸フォスファターゼ活性を調べた。

CWSの接種は，所属リンパ節の初期の反応で， T-及

び B-細胞の強い trappingをおこした。 BGG抗原を

同時に接種することにより， T細胞の trappingが増強

された。

3日目の一時的細胞数減少のあとにリンパ球増殖に起

因する細胞数増加が続いた。この反応は抗体産生促進の

d郎、 w/o群に著明であった。類上皮細胞形成のみられ

る28日目には，強い重量増加にもかかわらず， リンパ

球数は急激な減少を示した。 10日目の細胞数は， BGG-

CWS群が著明に高く， o/w群は T-細胞数， E-R数が

w/o群より著しく高かった。一方 w/o群は EA-R数

が o/w群より高い値であった。

酸フォスファターゼ活性は初期から強く昂進し，所

属リンパ節全体の{直では， 28日目まで高値を維持して

L 、fこo
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Adjuvant Activity of BCG・CellWall Skeleton 

- Variations of the number of various lymphocyte populations 

and acid-phosphatase activity in the regional lymph nodes一

Harue OKUY AMA， Ryoji Y ASUMIZU，恥1ihiroOKABE， 

Akihiko On'T A and Kazuo MORIKA W A 

Guinea pigs were inoculated into the footpads with BCG-cell wall skeleton (CWS) or bovine r-
globulin BGG-CWS in the form of oil-in-water (o/w) or water-in-oil (w/o). On given days after inoc-

ulation the weight， the number of lymphocytes， T-and B-lymphocytes， E-， EA-， EAC-rosette-forming 

cells (ER， EAR， EACR)， and the activity of acid-phosphatase in the regional lymph nodes (popliteal-

and inguinal-) were measured. 

On the first day after inoculation of CWS alone， the lymph nodes had a great number of cells， 

both T-and B-cells. It is conceivable that cellular trapping in the regional lymph nodes is respon-

sible for this increment. An addition of BGG antigens accelerated the T-cell trapping. 

After a temporary decrement on day 3， the cell number increased again， especially in w/o groups 

which produced humoral antibody at a high level. This later increment of cell number is attributed 

to cellular proliferation in the nodes. On day 28 the lymph nodes gained the weight， instead of 

sharp reduction of the number and were replaced largely with epithelioid cell granuloma. High cell 

number on day 10 is attained especially in BGG-CWS groups. In that time， the number of T-cells 

was higher in o/w groups than in w/o groups， whereas EAR number was higher in w/o groups 

than in o/w groups 

The acid-phosphatase activity in the whole regional lymph nodes strongly increased on the first 

day and was maintained at a high value until 28 days in both o/w and w/o groups of BGG-CWS. 
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